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2022年 12月 26日 

一般社団法人 ペットフード協会 

 

２０２２年（令和４年）全国犬猫飼育実態調査 結果 

 

犬：７０５万３千頭、猫：８８３万７千頭 

犬・猫 推計飼育頭数全国合計は、１,５８９万頭 

 

犬の新規飼育頭数は過去 10年間で最多の 426千頭と増加。猫の新規飼育頭数は

432千頭と前年より減少。犬、猫の飼育頭数、飼育率はほぼ昨年から横ばいであ

り、新規飼育意向は低下が続いている。飼育の阻害要因として 犬は生体価格の高

さが年々増加傾向にあり、犬、猫としては 若年層ほど「飼育費用」や「飼育経験

がないので大変さがわからない」が高くなる傾向にある。 

ペットを飼う事は家族にも良い影響を及ぼしており、犬を飼うことは 子供への良

い影響として「家族の絆が強まった」「子供の毎日の生活が楽しくなった」「気持ち

が明るくなった」、同居する両親への良い影響として「人と会話する量が増えた」が

高く、猫も子供への良い影響として「子供の気持ちが明るくなった」が高い傾向に

ある。 

一方、犬、猫とも年間支出額が増加しており 特に犬はフードや医療費が大きい。 

 

ペットフードの事業者を中心とした８７社（正会員５２社、賛助会員３５社 2022 年 12 月

現在）で組織する    一般社団法人ペットフード協会【東京都千代田区、会長：児玉 博充】

は、２０２２年（令和４年）全国犬猫飼育実態調査を行ない、この度その結果がまとまりま

した。 

主な結果は次の通りです。 

 

１. ２０２２年 全国犬・猫 推計飼育頭数 （Ｐ．１８～２１） 

全国の推計飼育頭数  犬：７０５万３千頭、猫：８８３万７千頭。 

 

犬の全体の頭数、世帯飼育率も 9.69%と ほぼ前年の横這いとなりました。 

猫の全体の頭数、世帯飼育率も 8.63%と 犬と同様 ほぼ横ばいとなりました。 

＊なお、猫の頭数調査結果には外猫の数は含まれておりません。 



2 

 

  

犬の新規飼育頭数は 426千頭と過去 10年では最高の頭数となりました。 

猫の新規飼育頭数は 432千頭と前年より 若干減少いたしました。 

  

＊平均寿命を迎える２００５年～２００７年に生まれた犬は８０～１００万頭前後いるため、 

新規飼育者の飼育頭数増にもかかわらず、犬の総飼育頭数は横ばいとなっています。 

 

２. ２０２１年 犬猫の年代別現在飼育状況 （Ｐ．２３） 

年代別での飼育状況をみると、５年前と比べ犬の飼育率はほぼ全ての年代で減少しており、

最も飼育率の低下が顕著なのは 昨年と同様５０、６０代でした。また、猫の飼育率は、５

年前と比べてほぼ横ばいとなっています。 

     （  ）は２０１８年比 

 犬 猫 

全体 １１．１%（▼１．５％） ９．６%（▼０．２％） 

２０代 １２．３%（▼１．２％） ９．３%（ ０．３％） 

３０代 １０．９%（▼０．８％） ９．５%（ ０．５％） 

４０代 １１．３%（▼０．９％） １０．０%（▼０．８％） 

５０代 １１．９%（▼２．６％） １０．７%（▼０．６％） 

8,714 
8,200 7,994 

8,008 
7,682 

7,616 
7,579 

7,341 
7,106 

7,053 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

飼育頭数 犬（千頭）



3 

 

６０代 １１．６%（▼２．１％） １０．２%（▼０．２％） 

７０代 ８．９%（▼１．１％） ７．６%（ ０．１％） 

 

３. ２０２２年 犬猫の年代別今後の飼育意向 （Ｐ．２６） 

年代別での今後の飼育意向は、犬猫ともに５年前と比べ 前年代で低下傾向となっていま

す。特に２０代の飼育意向の低下が大きくなっています。 

（  ）は２０１８年比 

 犬 猫 

全体 １７．１%（▼３．６％） １３．８%（▼２．０％） 

２０代 １８．５%（▼５．６％） １５．１%（▼４．２％） 

３０代 １８．２%（▼３．５％） １４．３%（▼２．８％） 

４０代 １７．８%（▼３．３％） １４．８%（▼２．６％） 

５０代 １８．５%（▼３．６％） １５．８%（▼１．４％） 

６０代 １６．６%（▼３．６％） １３．１%（▼０．５％） 

７０代 １３．５%（▼１．８％） ９．９%（▼０．７％） 

 

４．２０２２年 今後ペットの飼育促進に向けて 

今後ペットの飼育促進に向けて、現在、非飼育者で飼育意向のある方々の「阻害要因」、「飼

育のきっかけ」への回答として挙げられた上位項目は以下の通りとなりました。（複数回答） 

犬、猫とも阻害要因として 「世話をするのにお金がかかる」が上位に入りました。 

 

阻害要因 非飼育者＆飼育意向あり＿犬（Ｐ．９４） 

 

１．旅行など長期の外出がしづらくなる    ２６.４% 

２．別れがつらい            ２５.９% 

３．お金がかかる                                             ２３.３% 

４．集合住宅に住んでいて禁止されている     ２２.６% 

５．死ぬとかわいそう      ２２.０% 

 

阻害要因 非飼育者＆飼育意向あり＿猫（Ｐ．９５） 

 

１．集合住宅に住んでいて禁止されている    ２９.７% 

２．お金がかかる                                             ２１.１% 

３．別れがつらい            ２０.７% 

４．旅行など長期の外出がしづらくなる    ２０.２% 

５．死ぬとかわいそう      １８.９% 
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飼育理由＿犬（Ｐ．５８） 

１．生活に癒し・安らぎが欲しかったから    ３２.１% 

２．過去に飼育経験があり、また飼いたくなったから  ２５.５% 

３．生活を充実させたいから                            １５.５% 

 

飼育理由＿猫（Ｐ．７Ⅰ） 

１．生活に癒し・安らぎが欲しかったから                       ３１.６% 

２．過去に飼育経験があり、また飼いたくなったから    ２６.３% 

３．生活を充実させたいから                  １１.８％ 

 

５. ２０２２年 犬・猫平均寿命 （Ｐ．３８） 

犬全体の平均寿命は１４.７６歳で２０１０年に比べ０.８９歳プラス、猫全体の平均寿命は１

５.６２歳で２０１０年に比べ１.２６歳プラスで平均寿命は犬猫ともに２０１０年以来伸び

ています。犬は、超小型犬の寿命が長く、また、猫の場合、「家の外に出ない」猫の平均寿命

は１６.０２歳、「家の外に出る」猫の平均寿命は１４.２４歳と昨年に引き続き 寿命に大き

な差がありました。 

 

６. ２０２２年 ペットフードのタイプ別利用率（複数回答）（Ｐ．８３） 

犬猫共に市販のドライタイプのペットフードの利用が約９割あり、ほとんどの飼育者が何ら

かの市販のペットフードを利用しています。 

また、コミュニケーションを目的としたおやつの給餌頻度が高まる一方、人間の食事の残り

が 僅かながら 増加しました。 

 

（  ）は昨年の数字  

ペットフードのタイプ 犬 猫（外猫を除く） 

市販のドライタイプ ８５．３%（８４．６％） ９２．３%（９２．５％） 

市販のウエットタイプ ３０．２%（２９．５％） ５０．５%（５０．２％） 

市販の半生タイプ １９．６%（１９．３％） １８．３%（１７．８％） 

市販のおやつ ４Ⅰ．７%（４０．２％） ４８．１%（４６．３％） 

ペット用療法食  ９．６%（ ８．６％） １１．８%（１１．６％） 

手作りのペット用食事 １３．２%（１３．１％）  ３．４%（ ３．２％） 

人間の食事の残り  ６．２%（ ５．４％）  ２．９%（ ２．４％） 

その他  ３．２%（ ３．０％）  １．９%（ １．９％） 

 

７．飼育に必要な支援と飼育の効用 （Ｐ．４９、５０） 
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飼育前に知りたいこととして犬では「しつけの仕方」、猫では「ペットの病気について」、不

安な事として犬では「仕事をしていても十分にお世話ができるか」、猫では「家や家具がぼろ

ぼろにされないか」が上位にあげられ 犬と猫の飼育前に知りたいことと不安なことは異な

ります。 

 

 

８．犬、猫飼育による効用 （Ｐ．５１、５２） 

犬飼育による効用として、同居する子供への影響は「毎日の生活が楽しくなった」「家族の絆

が強まった」、同居する両親への影響は「心穏やかに過ごせる日が増えた」、猫飼育による効

用として同居する子供への影響は「気持ちが明るくなった」同居する両親への影響は「心穏

やかに過ごせる日が増えた」「家族の絆が強まった」が上位にあげられており 犬猫を飼育す

ることによる効用を実感されている。 

 

９．２０２２年 １ヶ月当たり支出総額（犬：Ｐ．６０ 猫：Ｐ．７２） 

犬猫それぞれの支出総額は以下の通りです。（  ）は昨年の数字 

 

犬に関する支出総額（医療費等含む） ￥１３,９０４（￥１３,８４３） 

猫に関する支出総額（医療費等含む）  ￥７,２８６ （￥８,４６０） 

以上 


